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論　
　

文中
央
教
育
審
議
会
と
教
科
書
問
題

―
 「

教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
」
の
形
成
過
程
を
中
心
に ―

石　
　

田　
　

雅　
　

春

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、
中
教
審
と
略
）
が
、
昭
和
三
〇
年

一
二
月
五
日
に
決
定
し
た
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
」
に
つ
い
て
分

析
す
る
。
こ
の
答
申
は
、
翌
昭
和
三
一
年
の
第
二
四
回
国
会
に
文
部
省
が
提
出
し

た
教
科
書
法
案
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
教
科
書
法
案
に
つ
い
て
は
、「
反

動
法
案
」
と
い
う
当
該
期
の
評
価
に
基
づ
い
て
「
逆
コ
ー
ス
」
を
代
表
す
る
政
策

の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た（

１
）。

こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
こ
う
し
た
評
価
は

五
五
年
体
制
成
立
と
い
う
当
時
の
政
治
状
況
に
強
く
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

り
、
法
案
の
実
態
と
は
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

２
）。

　

た
だ
、
前
稿
に
お
い
て
は
政
治
過
程
の
分
析
が
中
心
で
あ
り
、
当
該
期
の
政
策

的
背
景
や
関
係
者
の
意
識
を
十
分
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
教
科
書
法
案
の
基
礎
と
な
っ
た
中
教
審
の
答
申
形
成
過
程
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
分
析
す
る
中
教
審
の
答
申
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
の
政
策
の
方

針
を
示
す
も
の
と
し
て
多
く
の
分
析
や
論
評
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
研
究
の
大
半
は
、
答
申
の
本
文
を
分
析
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
審
議
の
実
態
を

踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い（

３
）。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
の
分
析
が
答
申
に
限
定
さ
れ

た
最
大
の
原
因
は
、
中
教
審
の
議
事
録
が
非
公
開
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
た
め
先
行
研
究
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
中
教
審
の
議
事
録
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ

う
や
く
議
事
録
に
も
と
づ
い
た
審
議
過
程
の
解
明
が
可
能
と
な
っ
た（

４
）。

そ
こ
で
本

稿
で
は
、
こ
う
し
た
史
料
状
況
の
改
善
を
踏
ま
え
て
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関

す
る
答
申
」
の
形
成
過
程
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
答
申
の
性
格
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
。

第
一
章　

答
申
決
定
へ
の
過
程

第
一
節　

中
教
審
へ
の
諮
問
に
至
る
経
緯

　

中
教
審
で
の
議
論
の
背
景
を
確
認
す
る
た
め
、
本
節
で
は
諮
問
に
至
る
経
緯
に

つ
い
て
見
て
ゆ
く（

５
）。

教
科
書
の
発
行
制
度
は
昭
和
二
三
年
に
国
定
制
か
ら
検
定
制
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へ
と
大
き
く
変
化
し
た
。
当
時
の
文
部
省
は
制
度
の
転
換
自
体
に
反
対
で
は
な

か
っ
た
が
、
用
紙
の
不
足
な
ど
物
理
的
条
件
か
ら
改
革
を
漸
進
的
に
進
め
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
占
領
軍
（
民
間
情
報
教
育
局
）
が
改
革
の
断
行
を

主
張
し
た
た
め
、
文
部
省
は
制
度
の
整
備
が
不
十
分
な
状
態
で
検
定
制
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
こ
う
し
た
法
制
度
の
不
備
が
早
く
も
露

呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
た
の
が
、
教
科
書
発
行
会
社

の
過
当
競
争
で
あ
っ
た
。
検
定
制
度
発
足
時
、
教
科
書
発
行
会
社
は
わ
ず
か
二
二

社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
昭
和
三
〇
年
に
は

九
五
社
に
達
し
て
い
た
。
児
童
・
生
徒
の
数
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
い
状
況
で
教

科
書
発
行
会
社
が
増
え
た
た
め
、
各
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
講
じ
て
製
品
（
教

科
書
）
の
売
り
込
み
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
①
学
校
関
係
者
に
対

し
て
発
行
会
社
が
不
公
正
な
売
り
込
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
、
②
過
剰
な
宣
伝
費

が
価
格
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
、
③
教
科
書
の
改
訂
や
使
用
教
材
の
変
更
が
頻
繁
に

行
わ
れ
、
兄
弟
で
同
一
の
教
科
書
が
使
え
ず
教
科
書
代
が
か
か
る
、
④
年
度
の
途

中
に
転
校
す
る
と
在
庫
の
少
な
い
中
小
の
発
行
会
社
の
教
科
書
の
入
手
が
困
難
で

あ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
検
定
制
度
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た（

６
）。

　

昭
和
二
七
年
、
独
自
に
調
査
を
進
め
て
き
た
公
正
取
引
委
員
会
は
、
文
部
省
及

び
関
係
団
体
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
求
め
る
勧
告
を
行
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
も
状
況
が
十
分
に
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
二
九
年
に
公
正
取

引
委
員
会
は
再
び
勧
告
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
文
部
省
は
、
昭
和

三
〇
年
三
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
た
研
究
に
着

手
し
た
の
で
あ
っ
た（

７
）。

　

と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
法
制
度
上
の
問
題
と
は
別
に
、
同
時
期
に
教
科
書
の
内
容

に
つ
い
て
の
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
与
党
で
あ
っ
た
民
主
党

が
、衆
議
院
行
政
監
察
委
員
会
に
お
い
て
教
科
書
の
内
容
が
左
翼
思
想
に
「
偏
向
」

し
て
い
る
と
し
て
糾
弾
し
た
の
で
あ
っ
た
。
民
主
党
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
原
因

は
日
本
教
職
員
組
合
（
以
下
、
日
教
組
と
略
）
に
あ
る
と
し
て
、
同
団
体
に
批
判

の
矛
先
を
む
け
た
。
こ
の
た
め
日
教
組
は
激
し
く
反
発
し
、
支
持
団
体
で
あ
る
両

派
社
会
党
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
民
主
党
に
対
す
る
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
っ

た
。
こ
れ
ら
一
連
の
で
き
ご
と
は
、
民
主
党
が
発
行
し
た
小
冊
子
の
題
名
に
ち
な

ん
で
「
う
れ
う
べ
き
教
科
書
の
問
題
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
教
科
書
の
内
容
が
政
治
問
題
化
す
る
な
か
、
昭
和
三
〇
年
八
月
に

文
部
省
は
検
定
制
度
改
革
の
基
本
構
想
を
固
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
九
月
初

め
か
ら
文
部
省
は
、
与
党
民
主
党
と
の
折
衝
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
民
主

党
は
保
守
合
同
に
む
け
て
自
由
党
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
自
由
党
と
の
政
策
調
整
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
民
主
党
は
こ
の
問
題
を
文

部
省
の
間
で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
中
教
審
の
審
議
に
全
面
的
に
委
ね
る
こ
と

と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
三
日
、
文
部
省
は
中
教
審
に
対
し

て
「
教
科
書
制
度
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節　

中
教
審
に
お
け
る
審
議
の
経
緯

　

前
節
で
は
、
制
度
の
問
題
に
加
え
て
教
科
書
の
内
容
が
政
治
問
題
化
す
る
な
か

で
、
中
教
審
へ
の
諮
問
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
本
節
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で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
中
教
審
が
答
申
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
を
確

認
す
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
三
日
、
中
教
審
の
第
四
七
回
総
会
に
お
い

て
文
部
大
臣
か
ら
諮
問
が
あ
っ
た
。
同
総
会
で
は
引
き
続
き
事
務
局
か
ら
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
に
出
席
者
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た（

８
）。

一
〇
月
一
〇
日

の
第
四
八
回
総
会
で
は
関
係
者
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
実
情
や
意
見
を
聴
取

す
る
と
と
も
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
参
考
人
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
石
山

修
平
（
東
京
教
育
大
学
教
授
）、
北
川
若
松
（
横
浜
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼

指
導
室
長
）、
神
谷
四
郎
（
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
）、
永
井
茂
弥
（
教
科
書

協
会
会
長
）、
今
井
兼
文
（
教
科
書
供
給
協
議
会
全
国
連
合
会
幹
事
長
）、
大
塚�

卓
二
（
千
葉
県
東
金
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
だ
っ
た（

９
）。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
教
職
員
組
合
か
ら
参
考
人
が
招
致
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
教
科
書
の
「
偏
向
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て

日
教
組
と
民
主
党
は
政
治
的
に
対
立
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
該
期
の
文
部

省
は
、
両
者
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
た

（
（（
（

。
こ
の
た
め
当
初

は
文
部
省
も
教
職
員
組
合
か
ら
の
参
考
人
招
致
を
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

最
終
的
に
招
致
を
見
送
っ
た
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

そ
の
後
、
一
〇
月
一
七
日
に
中
教
審
は
第
四
九
回
総
会
を
開
き
、
教
科
書
問
題

に
つ
い
て
自
由
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
中
教
審
は
、
答
申
の
原
案
を
起
草
す

る
た
め
第
六
特
別
委
員
会
（
以
下
、
特
別
委
員
会
と
略
）
の
設
置
を
決
定
し
た
。

特
別
委
員
会
の
委
員
に
選
ば
れ
た
の
は
、
浅
尾
新
甫
（
日
本
郵
船
社
長
）、
安
藤

哲
治
郎
（
東
京
都
千
代
田
区
千
桜
小
学
校
長
）、
児
玉
九
十
（
明
星
学
苑
長
）、

田
辺
繁
子（
専
修
大
学
講
師
）、野
沢
登
美
男（
東
京
都
中
央
区
久
松
中
学
校
教
諭
・

元
都
教
組
中
央
区
支
部
委
員
長
）、
松
沢
一
鶴
（
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長
）、

森
戸
辰
男
（
広
島
大
学
長
）
の
七
名
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

議
事
録
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
人
選
は
天
野
会
長
の
指
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

お
り
、
事
前
の
準
備
が
済
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
時
点
に
お
い
て

中
教
審
は
、
特
別
委
員
会
の
原
案
作
成
、
総
会
で
の
討
議
（
二
回
）
を
経
て
、

一
一
月
末
ま
で
に
答
申
を
文
部
省
へ
提
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
一
方
、
事
務
局

（
文
部
省
）
の
計
画
で
も
、
一
〇
月
二
四
日
、
三
一
日
、
一
一
月
七
日
（
ま
た
は

そ
の
間
に
二
日
連
続
で
行
う
）
に
特
別
委
員
会
を
開
い
て
原
案
を
ま
と
め
、
一
一

月
一
四
日
に
総
会
を
開
催
し
て
答
申
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
実
際
の
特
別
委
員
会
は
、
一
〇
月
三
一
日
、
一
一
月
一
日
、
一
四
日
、

一
五
日
、
二
八
日
（
総
会
前
）
の
計
五
回
開
か
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
森

戸
主
査
は
、
天
野
会
長
、
河
原
副
会
長
と
の
会
合
を
二
回
開
い
て
い
る

（
（（
（

。
こ
こ
で

注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
一
月
一
日
に
特
別
委
員
会
が
佐
藤
幸
一
郎
（
日
教
組
文
化

部
長
）
と
木
下
宗
一
（
全
日
本
高
等
学
校
教
職
員
組
合
教
文
部
長
）
を
招
致
し
て
、

意
見
の
聴
取
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
（（
（

。
先
述
し
た
よ
う
に
文
部
省
は
、
中
教

審
の
総
会
で
の
参
考
人
招
致
か
ら
教
員
組
合
の
代
表
を
意
図
的
に
外
し
て
い
た
。

事
務
局
の
計
画
に
も
こ
の
参
考
人
招
致
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
特

別
委
員
会
（
中
教
審
）
独
自
の
判
断
に
よ
る
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
特
別
委
員
会
は
、
幅
広
く
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、

予
定
を
変
更
し
て
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
上
で
答
申
の
原
案
を
ま
と
め
た
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
特
別
委
員
会
が
答
申
の
原
案
を
総
会
に
報
告
し
た
の
は
、
一
一
月

二
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
五
〇
回
総
会
に
お
い
て
は
、
答
申
の
原
案
と
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そ
の
内
容
の
説
明
の
み
が
行
わ
れ
た

（
（（
（

。
そ
し
て
一
二
月
五
日
の
第
五
一
回
総
会
に

お
い
て
、
中
教
審
は
答
申
案
の
審
議
を
行
い
、
そ
の
一
部
を
修
正
し
た
上
で
答
申

と
し
て
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

第
三
節　

答
申
形
成
に
至
る
中
教
審
の
議
論

　

本
節
で
は
、
答
申
形
成
に
至
る
中
教
審
で
の
議
論
に
つ
い
て
見
て
行
く
。
前
節

で
審
議
の
経
緯
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
答
申
に
直
接
関
係
す
る
議
論
が
展
開
さ

れ
た
の
は
、
第
四
九
回
総
会
で
の
自
由
討
議
、
特
別
委
員
会
で
の
審
議
、
第
五
〇

回
総
会
で
の
答
申
原
案
の
報
告
、
第
五
一
回
総
会
で
の
答
申
原
案
の
審
議
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
特
別
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
の
存
在
が
確
認
で
き

な
い
た
め
、
本
稿
で
は
第
四
九
、
五
〇
、
五
一
回
の
各
総
会
の
議
論
に
つ
い
て
見

て
行
く
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
議
論
を
網
羅
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
で
難
し
い
の
で
、
本

稿
で
は
、
検
定
と
採
択
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
分
析
す
る
。
検
定
に
つ
い
て
は
、
ま

さ
に
そ
の
行
為
が
制
度
の
中
枢
で
あ
る
た
め
、
原
則
論
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論

が
展
開
さ
れ
、
制
度
の
本
質
を
考
え
る
上
で
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
る
。
採
択
に
つ
い
て
も
、
制
度
上
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
教
科
書
発
行
会

社
の
過
当
競
争
と
直
接
関
わ
り
が
あ
る
た
め
、
特
に
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

当
該
期
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
個
別
の
議
論
を
分
析
す
る
前
に
、
答
申
全
体
の
性
格
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。
答
申
案
を
ま
と
め
た
特
別
委
員
会
の
主
査
で
あ
る
森
戸
辰
男
の
説

明
に
よ
る
と
、
こ
の
答
申
案
は
あ
く
ま
で
も
「
当
面
改
善
を
要
請
さ
れ
て
お
り
、

急
速
に
実
行
す
る
こ
と
の
可
能
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と
め

た
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
検
定
を
行
う
教
科
用
図

書
検
定
調
査
審
議
会
を
文
部
省
か
ら
切
り
離
し
て
独
立
の
機
関
と
す
る
こ
と
や
、

弊
害
の
温
床
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
発
行
や
供
給
機
構
を
一
元
化
し
て
公
共
性

を
与
え
る
こ
と
や
、
教
科
書
を
無
償
に
す
る
こ
と
な
ど
の
問
題
は
、「
国
の
政
治

組
織
や
経
済
・
財
政
そ
の
他
関
連
す
る
面
が
広
く
、
そ
の
研
究
に
相
当
の
時
日
を

要
」
す
る
た
め
答
申
案
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
答
申

案
は
、
教
科
書
の
「
偏
向
」
問
題
な
ど
政
治
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と
は
避
け
、

制
度
上
の
改
善
点
に
内
容
を
絞
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
答
申
案
の

方
向
性
は
、「
う
れ
う
べ
き
教
科
書
の
問
題
」
と
一
線
を
画
そ
う
と
し
て
い
た
文

部
省
の
姿
勢
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
答
申
案
で
は
、
審
議
に
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
問
題
が
棚
上

げ
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
第
四
九
回
総
会
の
自
由
討
議
で
は
政
治
問
題
や
原
則
論

に
議
論
が
及
ん
だ
の
に
対
し
て
、
第
五
一
回
総
会
の
審
議
で
は
、
主
と
し
て
制
度

面
に
議
論
が
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　
（
１
）
検
定
に
つ
い
て
の
議
論

　
　

①
第
四
九
回
総
会

　

第
四
九
回
総
会
の
自
由
討
議
で
は
、
ど
こ
が
主
体
と
な
っ
て
検
定
を
行
う
の
か

と
い
う
検
定
権
の
所
在
や
結
果
に
対
す
る
責
任
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
教
育
へ
の

政
党
の
介
入
を
ど
の
よ
う
に
防
ぐ
の
か
と
い
う
教
育
の
独
立
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
た

（
（（
（

。

　

矢
内
原
忠
男
（
東
京
大
学
長
）
委
員
は
、
検
定
制
度
の
維
持
に
賛
成
で
あ
る
と

い
う
私
見
を
示
し
た
上
で
、「
検
定
が
国
定
に
近
付
か
な
い
よ
う
に
」
す
る
た
め
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に
検
定
を
行
う
審
議
会
の
組
織
の
あ
り
方
を
問
題
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
矢
内
原

委
員
は
、
政
党
出
身
の
文
部
大
臣
が
裁
量
に
よ
っ
て
委
員
を
選
任
す
る
と
い
う
方

法
で
は
、「
何
が
偏
向
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
政
党
が
い
ろ
い
ろ
と
そ
れ
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
、
そ
れ
が
政
府
を
通
し
て
検
定
に
影
響
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
政
党
の
政
策
の
好
む
と
こ
ろ
が
教
科
書
に
検
定
を
通
し
て
国
民
思
想
を

統
制
す
る
危
険
が
多
分
に
あ
る
と
」
し
た
。
そ
こ
で
矢
内
原
委
員
は
、
日
本
学
術

会
議
や
現
場
の
教
員
の
団
体
（
校
長
会
な
ど
）
が
委
員
を
推
薦
し
、
文
部
大
臣
が

形
式
的
に
任
命
す
る
と
い
う
方
式
を
提
案
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
小
汀
利
得
（
日
本
経
済
新
聞
社
顧
問
）
委
員
は
、
現
行
の
検
定

制
度
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
て
異
論
を
唱
え
た
。
す
な
わ
ち
、
教
科
用
図
書
検
定
調

査
審
議
会
の
結
論
を
文
部
大
臣
が
追
認
し
、
形
式
的
に
責
任
を
負
う
と
い
う
現
在

の
制
度
で
は
責
任
の
所
在
が
曖
昧
で
あ
り
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、
矢
内
原
委
員
の
提
案
す
る
制
度
で
「
簡
単
に
一
部
の
学
者
と
か
専
門
家
の
言

う
こ
と
な
ん
か
を
聞
い
て
う
っ
か
り
（
※
検
定
を
）
や
っ
た
な
ら
ば
、
今
あ
る
よ

う
な
お
ろ
か
な
教
科
書
が
続
々
と
出
る
。
も
っ
と
巧
妙
に
変
な
こ
と
を
や
ら
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
そ
し
て
小
汀
委
員
は
、
教
育
と
政
党

政
治
の
関
係
に
つ
い
て
も
「
片
寄
っ
た
、
き
わ
め
て
少
数
の
い
わ
ゆ
る
専
門
家
の

間
で
う
ま
く
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
ば
う
ま
く
ご
ま
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
れ
る
団

体
よ
り
も
、
こ
れ
は
国
民
全
体
に
基
礎
を
置
き
、
平
均
二
年
に
一
回
選
挙
が
行
わ

れ
て
代
議
士
が
か
わ
る
政
党
の
方
が
よ
ほ
ど
弊
害
が
少
な
い
」
と
い
う
認
識
を
示

し
た
。

　

一
方
、
野
沢
委
員
か
ら
は
、
教
育
の
独
立
お
よ
び
政
治
的
中
立
性
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
、
矢
内
原
委
員
の
提
案
を
さ
ら
に
進
め
て
検
定
の
主
体
の
独
立
機
関

化
が
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
て
森
戸
委
員
は
、
審
議
会
の
人
選
に
つ
い
て
「
現
場
の

教
育
に
関
係
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
私
は
矢
内
原
委
員
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う

な
十
分
な
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
」
と
一
定
の
理
解
を
示
し
た
上
で
、

日
本
学
術
会
議
か
ら
委
員
の
半
数
を
選
ぶ
と
い
う
提
案
に
対
し
て
は
「（
※
日
本

学
術
会
議
が
）
直
接
学
問
の
研
究
と
違
う
、
主
と
し
て
教
育
の
場
面
に
そ
う
い
う

強
い
責
任
を
持
つ
こ
と
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
」
と
反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
政
治
と
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
森
戸
委
員
は
、「
政
党
内
閣
と
教
育
の

中
立
性
を
ど
う
結
ぶ
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
断

然
切
離
し
て
こ
れ
が
別
な
も
の
に
な
り
得
る
か
と
い
う
と
現
実
的
に
は
非
常
に
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」、「
政
党
内
閣
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る

限
り
は
、
そ
う
い
う
声
の
聞
か
れ
る
こ
と
も
こ
れ
は
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
の

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
そ
の
責

任
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
大
臣
に
信
頼
す
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
い

う
認
識
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
森
戸
委
員
の
認
識
に
つ
い
て
増
田
栄
（
評
論
家
）
委
員
も
賛
意
を
示

し
、「
あ
ま
り
に
無
責
任
な
、
責
任
を
も
た
な
い
と
こ
ろ
の
地
方
化
、
責
任
を
も

た
な
い
民
主
化
、
細
分
化
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
今
日
の
こ
う
い
う
こ
と
を
す

で
に
惹
き
起
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」、「
文
部
当
局
の
か
た
も
国
家
の
将
来

の
た
め
に
は
っ
き
り
し
た
、
誠
実
に
し
て
熱
心
な
ご
研
究
を
積
ま
れ
て
こ
れ
を
解

決
の
方
に
導
か
れ
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
に
対
し
て
、
矢
内
原
委
員
は
、「
文
部
大
臣
を
信
頼
し
て
文
部

大
臣
は
か
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
理
想
論
は
別
と
い
た
し
て
現
実
に
（
※
戦
前
の
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よ
う
に
）
文
部
大
臣
を
信
頼
し
て
そ
の
指
導
の
も
と
に
日
本
の
教
育
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
根
本
的
に
間
違
っ
て
お
っ
た
、
そ
れ
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
戦
後
の
教
育
制
度
の
改
革
で
あ
り
ま
す
」、「
教
育
の
こ
と
に
つ
い
て
は
教

育
家
が
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
た
る
。
そ
う
し
て
政
治
の
関
与
を
排
す
る
と
い

う
こ
と
が
新
し
い
憲
法
の
思
想
で
も
あ
り
ま
す
し
、
教
育
制
度
の
改
革
さ
れ
た
趣

旨
で
あ
る
。
そ
れ
を
崩
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
反
論
を
述
べ
た
。

　

こ
こ
で
、
増
田
委
員
か
ら
「
私
は
文
部
大
臣
専
制
政
治
を
行
え
、
と
言
っ
た
覚

え
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」、「
政
府
と
か
議
会
と
か
と
い
う
も
の
は
国
民
の
意
思

と
か
理
性
と
か
い
う
の
が
集
中
し
た
機
関
で
あ
る
か
ら
そ
の
方
に
国
民
の
意
思
が

反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
は
遺
憾
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
矢
内

原
委
員
の
誤
解
を
正
す
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
党
政
治
と
教
育
の
中
立

性
の
関
係
、
検
定
制
度
へ
の
文
部
省
の
関
与
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

一
方
、
松
沢
委
員
か
ら
は
、
教
科
書
の
偏
向
問
題
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
も
ち
ろ

ん
教
科
書
そ
の
も
の
が
都
合
の
悪
い
も
の
は
い
か
ぬ
と
思
い
ま
す
が
、
同
時
に
あ

る
意
味
で
は
現
在
程
度
の
も
の
で
し
た
な
ら
ば
現
場
の
教
員
の
扱
い
方
で
は
ど
ち

ら
に
も
な
る
」
と
し
た
上
で
、「
現
在
の
教
員
仲
間
に
は
相
当
堅
実
な
思
想
を
も
っ

た
者
が
多
数
占
め
て
い
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ

た
。
そ
し
て
松
沢
委
員
は
、「
常
識
的
な
採
択
と
い
う
点
に
お
い
て
相
当
こ
の
検

定
そ
の
他
を
規
制
し
得
る
の
で
、
発
行
業
者
も
あ
る
い
は
文
部
省
の
鼻
息
を
う
か

が
う
と
か
、あ
る
い
は
日
教
組
の
鼻
息
を
う
か
が
う
と
い
う
こ
と
で
な
し
に
、き
っ

と
制
度
自
身
が
自
由
、
公
正
の
立
場
に
お
い
て
堂
々
と
や
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
に

な
さ
れ
た
ら
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
採
択
に
つ
い
て
は
十
分
現
場

の
教
員
の
意
向
を
聞
き
入
れ
る
よ
う
な
制
度
を
作
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
を
述

べ
、
採
択
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

②
第
五
〇
回
総
会

　

こ
う
し
た
検
定
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
し
て
、
答
申
案
で
は
現
行
通
り

文
部
大
臣
が
検
定
を
行
う
こ
と
と
し
た

（
（（
（

。
特
別
委
員
会
で
は
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
わ
が
国
の
現
状
で
は
や
は
り
国
家
が
や
る
の
が
適
当
だ
と
い
う
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。
仮
に
都
道
府
県
教
育
委
員
会
も
や
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
致
し
ま
し
て

も
、
そ
の
現
状
、
能
力
等
の
点
か
ら
み
て
、
現
実
の
問
題
と
し
て
甚
だ
困
難
と
思

わ
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
党
政
治
の
影
響
を
避
け
る
た
め
独
立
の
審
議
会
に
検
定
を
行
わ
せ
る

べ
き
だ
と
い
う
意
見
に
対
し
て
特
別
委
員
会
は
、「
教
育
の
政
治
的
中
立
の
問
題

は
ひ
と
り
教
育
内
容
、
教
科
書
の
検
定
に
限
ら
ず
、
教
育
全
体
に
係
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
そ
れ
は
責
任
内
閣
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
、
国
家
行
政
組
織

全
体
に
関
す
る
根
本
問
題
に
も
触
れ
る
問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ

で
は
検
定
の
最
終
的
責
任
は
、
現
行
通
り
文
部
大
臣
に
あ
る
こ
と
と
」
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
答
申
案
で
は
、
検
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
制
度
を
提
案
し
た

（
（（
（

。

　
　

一　

�

検
定
は
、
現
行
ど
お
り
国
（
文
部
大
臣
）
に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

二　
�

文
部
大
臣
の
検
定
権
の
行
使
を
適
正
な
ら
し
め
る
た
め
、
現
行
の
審
議

会
を
拡
充
強
化
し
、
そ
の
委
員
は
学
識
経
験
者
・
教
職
員
そ
の
他
の
う

ち
か
ら
、中
正
か
つ
適
切
な
方
法
に
よ
り
選
任
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

三　

�

審
議
会
に
は
、
教
職
員
・
専
門
家
そ
の
他
の
う
ち
か
ら
適
正
な
方
法�
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（
た
と
え
ば
、
教
職
員
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
に
校
長
の
意
見
を

聞
い
て
推
薦
さ
せ
る
等
）
に
よ
り
、
選
任
し
た
非
常
勤
の
調
査
員
を
置

き
、
第
一
次
調
査
に
あ
た
ら
せ
る
も
の
と
す
る
が
、
調
査
審
議
の
責
任

は
審
議
会
自
体
が
負
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

�

こ
の
場
合
、
非
常
勤
調
査
員
の
職
・
氏
名
を
公
開
す
る
こ
と
。
ま
た
審

議
会
の
拡
充
強
化
に
資
す
る
た
め
非
常
勤
の
調
査
員
の
ほ
か
、
別
途
、

常
勤
専
任
の
調
査
職
員
を
相
当
数
置
く
こ
と
。

　
　

四　

�

審
議
会
は
、
編
著
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
編
著
者
の
意
見
を
聞
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

五　

検
定
基
準
を
整
備
す
る
こ
と
。

　
　

六　

�

検
定
は
常
時
行
う
も
の
と
す
る
が
、
不
合
格
図
書
の
同
一
年
度
に
お
け

る
再
申
請
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

七　

検
定
に
は
一
定
の
有
効
期
間
を
定
め
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
答
申
案
で
は
、
基
本
的
に
現
行
の
制
度
を
拡
充
す
る
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。
た
だ
、
注
意
を
要
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
審

議
会
の
委
員
が
適
切
・
中
正
に
選
任
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね

ら
れ
た
が
、「
的
確
な
も
の
を
示
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
（
※

答
申
案
）
で
は
学
識
経
験
者
、
教
職
員
等
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
る
も
の
と
い
た

し
、
そ
の
任
命
は
、
中
正
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
と
致
す
に

止
め
」
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

③
第
五
一
回
総
会

　

上
述
の
よ
う
に
答
申
案
で
は
、
国
（
文
部
大
臣
）
が
主
体
と
な
っ
て
検
定
を
行

う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
第
五
一
回
総
会
で
は
、
異
論
は
出
さ
れ

な
か
っ
た
。
同
総
会
で
議
論
と
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
検
定
の
運
用
の
問
題
で

あ
っ
た

（
（（
（

。
最
初
に
増
田
委
員
が
、「
検
定
と
い
う
の
は
こ
れ
は
消
極
的
な
意
義
を

も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
最
低
限
度
に
言
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
あ
あ
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
検
定
の
基
準
で
、
こ
う
せ
よ
と
い
う
積
極
性
は
な
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
検
定
の
基
準
と
い
う
も
の
は
そ
う
簡
略
に
な
り
す
ぎ

れ
ば
こ
れ
は
な
き
に
等
し
い
」
と
い
う
私
見
を
示
し
た
上
で
、
第
五
項
の
「
検
定

基
準
を
整
備
す
る
こ
と
」
の
後
に
「
た
と
え
ば
社
会
科
等
に
お
い
て
過
去
の
国
民

の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
、
感
情
等
を
強
い
て
私
見
に
お
い
て
歪
曲
し
、
あ
る
い
は

非
難
し
ま
た
は
特
定
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
も
っ
て
叙
述
す
る
こ
と
を
さ
け
る
」
と
い

う
一
項
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
て
矢
内
原
委
員
は
、「
あ
る
人
が
た
と
え
ば
そ
れ
は
著
者
の

私
見
だ
と
言
え
ば
、
し
か
し
著
者
の
方
は
そ
の
シ
ッ
ペ
返
し
と
い
た
し
ま
し
て
、

そ
れ
は
あ
な
た
の
私
見
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
来
ま
す
ね
。
そ
う
す
る
と
議
論

が
果
て
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
反
論
を
示
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
増
田
委
員
は
、
①
共
通
の
社
会
感
情
や
利
益
か
ら
み
て
「
良
識

あ
る
と
こ
ろ
の
多
数
が
判
定
」し
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、②
当
時
話
題
に
な
っ

た
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』
を
例
に
あ
げ
、「
い
い
も
の
を
撰
び
青
少
年
の

諸
君
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
こ
ろ
の
基
本
的
な
も
の
を
選
ぶ
、
適
正
な
も
の
を
選
ぶ

と
い
う
こ
と
が
教
育
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
学
問
思
想
の
自
由
と
い
う
問
題
を

教
科
書
に
も
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
」が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
の
二
点
を
あ
げ
、

修
正
案
の
妥
当
性
を
主
張
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
矢
内
原
委
員
は
直
接
反
論
は
せ
ず
、「
こ
の
答
申
案
と
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い
う
の
は
制
度
に
関
す
る
こ
と
で
す
ね
、
検
定
、
採
択
、
供
給
等
の
制
度
に
関
す

る
答
申
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
検
定
基
準
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
い
う

こ
と
を
検
定
基
準
に
す
べ
き
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
の
答
申
で
は
な
い
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
答
申
の
性
格
か
ら
反
対
論
を
展
開
し
た
。

　

こ
の
修
正
案
を
め
ぐ
り
さ
ら
に
増
田
委
員
と
矢
内
原
委
員
の
間
で
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
が
、
森
戸
主
査
よ
り
、「
特
別
委
員
会
の
考
え
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

う
い
う
簡
単
な
形
に
盛
り
ま
し
た
の
は
検
定
基
準
自
身
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
問

題
が
あ
り
」
ま
す
が
、「
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
そ
れ
を
審
議
し
て
そ
の
内
容
を
き
め

る
と
い
う
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
そ
の
項
目
は
述
べ
な
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
双
方
が
そ
の
説
明
を
受
け
容
れ
る
か
た

ち
で
議
論
の
収
拾
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
検
定
に
関
す
る
項
目

は
、
特
別
委
員
会
の
原
案
が
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
２
）
採
択
に
つ
い
て
の
議
論

　
　

①
第
四
九
回
総
会

　

第
四
九
回
総
会
の
自
由
討
議
で
は
、
一
定
の
地
域
に
お
い
て
教
科
書
を
統
一
的

に
採
択
す
る
た
め
の
組
織
の
あ
り
方
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
た

（
（（
（

。

　

最
初
に
小
林
道
一
（
栃
木
県
立
宇
都
宮
高
等
学
校
長
）
委
員
よ
り
、
宇
都
宮
市

の
実
態
に
基
づ
い
て
①
「
採
択
の
主
体
は
現
行
法
通
り
」
地
方
教
育
委
員
会
と
す

る
こ
と
、
②
市
町
村
の
教
育
委
員
会
単
位
で
教
科
書
を
統
一
し
た
方
が
便
利
で
あ

る
か
ら
教
科
書
を
採
択
す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
（
学
校
関
係
者
・

教
育
委
員
会
事
務
局
・
大
学
関
係
者
・
研
修
所
関
係
者
で
構
成
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
・
教
育
委
員
は
含
め
な
い
）、
③
教
科
書
の
常
設
展
示
会
場
を
設
け
る
こ
と
、

と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
小
林
委
員
の
提
案
を
受
け
、
そ
の
後
の
議
論
は
採
択
の
た
め
の
協
議

会
設
置
を
前
提
と
し
た
上
で
、
主
と
し
て
協
議
会
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ

た
。

　

ま
ず
、
小
汀
委
員
は
、
協
議
会
に
教
員
以
外
を
入
れ
な
い
と
い
う
小
林
委
員
の

案
に
対
し
て
、「
教
育
委
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
れ
ば
、
業
者
（
※
の
勧
誘
）
に
動
か

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
専
門
の
教
育
家
な
ら
ば
そ
う
で
な
い
な
ん
と
い
う
こ
と
は
そ

れ
は
言
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
教
員
だ
け
で
や
れ
ば
、
今
の
よ
う
に
日

教
組
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
や
す
い
と
い
う
虞
れ
が
あ
る
（
中
略
）
少
な
く
と

も
教
育
委
員
な
ん
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
は
入
れ
な
い
と
い
う
法
は
な
い
、
大
い

に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
は
ば
ん
ば
ん
や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
」
と

い
う
意
見
を
出
し
た
。

　

野
沢
委
員
か
ら
は
、「
現
場
の
教
員
と
し
ま
す
と
、
や
は
り
現
場
の
教
師
と
い

う
の
は
、
教
育
の
自
主
性
を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
お
る
つ

も
り
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
決
し
て
私
は
日
教
組
の
方
針
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う

な
、
教
員
の
自
主
性
と
い
う
も
の
は
全
然
失
っ
て
お
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
考
え

た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
地
方
教

育
委
員
会
が
、
現
場
（
教
員
）
の
意
見
を
重
視
し
て
採
択
権
を
行
使
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
森
戸
委
員
は
、「
教
科
書
の
採
択
の
仕
方
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
広
い
意
見
が
入
れ
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」、「
少
な
い
も
の
の
決
定
に
は
あ
る
程
度

の
危
険
が
伴
う
虞
れ
が
あ
り
ま
す
。
最
後
の
決
定
は
地
教
委
が
決
定
す
る
こ
と
に
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い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
私
は
妥
当
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
こ

れ
ら
の
う
ち
で
広
い
地
域
、
全
体
を
通
じ
て
、
相
当
の
ス
タ
ッ
フ
を
も
ち
よ
っ
て

あ
る
程
度
公
正
に
こ
の
問
題
を
検
討
で
き
る
の
は
お
そ
ら
く
県
教
委
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
県
教
委
の
意
見
と
い
う
も
の
は
相
当
重
視
さ
れ
て
い
い
の
で

は
な
い
か
」
と
採
択
に
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
関
与
す
べ
き
と
い
う
意
見
を
述

べ
た
。

　

一
方
、
原
田
委
員
か
ら
は
地
教
委
の
採
択
権
は
手
続
き
上
の
も
の
に
と
ど
め
、

「
公
正
に
、
公
平
に
本
当
に
採
択
の
審
議
を
す
る
と
い
う
一
つ
の
機
関
を
別
個
に

こ
し
ら
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、松
沢
委
員
は
、「
事
実
地
教
委
に
そ
の
権
限
が
あ
る
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

東
京
都
に
お
き
ま
し
て
も
、
区
の
教
育
委
員
会
で
す
ら
な
か
な
か
こ
の
教
科
書
全

部
に
つ
い
て
調
査
し
た
り
、
採
択
し
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
」
と
い
う
実

情
を
説
明
し
、「
実
際
問
題
と
し
て
は
、
森
戸
先
生
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
形
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。
矢
内
原
委
員
も
「
学
校
長

の
意
見
を
聞
い
て
、
も
し
く
は
今
お
話
の
よ
う
な
協
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
地
方

教
育
委
員
会
が
決
定
す
る
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
同
調
す
る
意

見
を
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

②
第
五
〇
回
総
会

　

こ
う
し
た
議
論
を
受
け
て
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
採
択
の
た
め
の
協
議
会
設

置
を
打
ち
出
し
た

（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
①
「
公
立
の
小
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

が
義
務
教
育
で
あ
り
、
教
科
書
お
よ
び
教
科
の
共
同
研
究
、
転
校
等
の
便
宜
を
は

か
り
、
地
域
的
一
体
感
を
増
す
と
と
も
に
、
教
科
書
の
需
給
の
調
節
及
び
価
格
の

低
廉
化
等
を
は
か
る
上
に
お
い
て
、
自
然
的
、
社
会
的
、
教
育
的
等
の
諸
条
件
の

類
似
す
る
一
定
の
地
域
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
種
類
の
教
科
書
を
使

用
す
る
よ
う
に
調
整
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
」
る
こ
と
、
②「
大
部
分
の
府

県
（
す
な
わ
ち
三
二
府
県
）
に
お
い
て
こ
の
圧
倒
的
な
多
数
が
郡
市
単
位
地
域
に

お
い
て
教
科
書
の
選
択
を
調
整
し
又
は
選
定
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
」る
こ
と
、

と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
「
郡
市
等
の
ご
と
き
一
定
の
広
さ
を
も
つ
地
域
を
単
位

と
し
て
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
種
類
の
教
科
書
を
使
用
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と

し
た
の
で
」
あ
っ
た
。

　

同
時
に
特
別
委
員
会
は
、「
採
択
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
現
場
の
学
校
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
教
師
の
教
科
書
に
対
す
る
関
心
と
熱
意
を
も
た
せ

る
た
め
必
要
」
で
あ
る
か
ら
、「
広
地
域
で
統
一
す
る
際
に
も
、
学
校
の
意
見
を

基
礎
と
し
て
決
定
す
る
よ
う
な
方
針
」
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
具
体
的
に
答
申
案
で
は
次
の
よ
う
な
採
択
方
式
を
提
案
し
た

（
（（
（

。

　
　
（
一
）�

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
自
然
的
・
社
会
的
・
教
育
的
諸
条
件

を
考
慮
し
て
、
採
択
地
区
を
設
け
る
。

　
　
（
二
）�

採
択
地
区
に
は
、
採
択
協
議
会
を
設
け
、
校
長
・
都
道
府
県
お
よ
び

市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
委
員
・
職
員
な
ら
び
に
学
識
経
験
者
等
で

構
成
す
る
。

　
　
（
三
）�

採
択
協
議
会
は
、
採
択
地
区
内
の
学
校
の
校
長
の
申
し
出
を
基
礎
と

し
て
、
採
択
地
区
内
の
学
校
で
使
用
す
べ
き
教
科
書
を
選
定
す
る
。

　
　
（
四
）�

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
右
の
選
定
に
基
い
て
、
所
管
の
学
校
に

お
い
て
使
用
す
べ
き
教
科
書
を
採
択
す
る
。

こ
の
方
式
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
は
「
協
議
会
で
は
、
校
長
の
申
出
を
基
礎
と

し
て
審
議
す
る
も
の
と
し
て
、現
場
の
意
見
を
十
分
反
映
せ
し
め
る
」
と
と
も
に
、
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「
教
員
は
、
後
述
の
常
設
の
教
科
書
研
究
施
設
を
利
用
し
て
、
そ
の
意
見
を
校
長

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
、

教
員
の
意
思
は
校
長
を
通
じ
て
採
択
審
議
会
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
」
と
考
え
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

③
第
五
一
回
総
会

　

第
五
一
回
総
会
で
は
、
採
択
に
お
け
る
不
正
行
為
の
防
止
と
採
択
協
議
会
の
構

成
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

（
（（
（

。
不
正
行
為
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
増
田

委
員
か
ら
採
択
の
第
五
項
の
次
に
「
採
択
協
議
会
委
員
以
外
の
者
よ
り
教
科
書
の

採
択
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
基
準
を
示
し
ま
た
は
採
択
協
議
会
委
員
の
意
思
の

自
由
を
妨
げ
る
よ
う
な
行
為
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
違
反
し
て
行
わ
れ

る
採
択
は
無
効
と
し
、
あ
ら
た
め
て
採
択
し
直
す
」
と
い
う
一
文
を
挿
入
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
答
申
案
に
す
で
に
あ
る
「
不
正
行
為
と
い
う
中
に
含
め
て
十
分

解
釈
で
き
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
」
と
い
う
意
見
（
森
戸
主
査
）
や
、「
こ
れ
は
や

は
り
記
録
に
と
ど
め
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
れ
で
法
文
化
す
る
よ
う
な
場
合
に

採
択
の
項
目
で
十
分
練
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
か
」（
野
沢

委
員
）、「
処
罰
規
定
を
設
定
さ
れ
る
と
き
に
そ
の
意
味
の
こ
と
を
入
れ
た
方
が
い

い
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」（
田
島
委
員
）
と
い
う
意
見
な
ど
、
修
正
に
消
極
的

な
発
言
が
相
次
い
だ
。

　

し
か
し
増
田
委
員
は
、「
現
在
の
教
科
書
製
造
会
社
が（
※
日
教
組
が
作
成
し
た
）

そ
う
い
う
採
択
基
準
と
い
う
も
の
に
目
を
つ
け
て
そ
の
方
向
に
作
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
事
実
な
ん
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
そ
う
い
う
不
正
と
い
う
こ
と
が
（
※

法
文
化
の
際
に
）
第
一
義
的
に
ぴ
た
っ
と
な
っ
て
来
る
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
が
、

こ
ち
ら
が
そ
れ
は
不
正
じ
ゃ
な
い
と
、
向
こ
う
は
不
正
だ
と
。
だ
か
ら
こ
れ
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
法
律
化
に
際
し
て
予
想
さ
れ
る
問
題
点
を
指
摘
し

た
。

　

た
だ
、
こ
の
問
題
は
時
間
の
関
係
か
ら
議
論
が
打
ち
切
ら
れ
、
河
原
副
会
長
の

提
案
に
よ
っ
て
昼
食
時
間
に
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昼
食
休
憩
後
、
天
野

会
長
か
ら
「
採
決
に
関
連
す
る
不
正
行
為
に
つ
い
て
厳
重
な
処
罰
規
定
を
設
け
て

禁
止
す
る
と
と
も
に
、
採
択
基
準
を
示
す
等
採
択
の
公
正
と
自
由
を
阻
害
す
る
よ

う
な
第
三
者
の
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
」
と
い
う
修
正
案
が
提
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
矢
内
原
委
員
か
ら
「（
※
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
発
言
す
る
）

権
利
は
国
民
誰
も
が
皆
も
っ
て
」
お
り
、
上
記
の
よ
う
な
修
正
案
は
「
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
言
論
の
自
由
を
拘
束
す
る
疑
い
が
多
分
に
あ
る
と
思
」
わ
れ
る
た

め
、「
中
教
審
で
言
う
べ
き
筋
で
な
い
」
と
い
う
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
増
田
委
員
か
ら
は
「（
※
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
）
個
人
が
何
を
発

表
し
よ
う
と
い
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
社
会
的
な
力
の
あ
る
政
党
や
団
体

が
そ
う
い
う
も
の
を
そ
の
関
係
あ
る
者
に
流
す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
そ
の
こ

と
自
身
が
自
由
を
圧
迫
す
る
の
で
、（
中
略
）
そ
う
い
う
意
味
に
お
き
ま
し
て
こ

れ
だ
け
の
こ
と
を
ぜ
ひ
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
修
正
案
へ
の
賛
成
意
見

を
述
べ
た
。
最
終
的
に
挙
手
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
修
正
案
が
可

決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
採
択
協
議
会
の
あ
り
か
た
、
採
択
権
の
所
在
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
ま
ず
、
矢
内
原
委
員
か
ら
、
①
公
立
学
校
の
校
長
に
採
択
権
を
認
め
ず
、
国

立
・
私
立
学
校
の
校
長
に
採
択
権
を
認
め
る
こ
と
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
こ

と
、
②
教
科
書
の
採
択
は
教
育
内
容
に
関
わ
る
た
め
教
育
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
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校
長
が
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
二
点
を
理
由
に
あ
げ
、
公
立
学
校
の
校

長
に
採
択
権
を
与
え
る
べ
き
だ
と
い
う
修
正
案
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
小
林
委
員
か
ら
は
、
①
採
択
協
議
会
の
構
成
員
に
教
員
を
加

え
教
育
委
員
を
外
す
こ
と
、
②
「
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
採
択
の
結
果
を
所
管

の
学
校
に
通
告
す
る
」
と
い
う
一
文
を
挿
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
修
正
意
見
に
対
し
て
森
戸
主
査
は
、
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
①
一

定
の
地
域
で
教
科
書
を
統
一
す
る
こ
と
は
教
科
書
の
共
同
研
究
や
児
童
・
生
徒
の

転
入
学
に
お
い
て
便
利
で
あ
る
こ
と
、
②
ほ
と
ん
ど
の
県
で
実
際
に
統
一
採
択
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
「
実
際
の
根
拠
」
を
考
慮
し
た
上
で
、
答
申
案
を
決
定

し
た
と
説
明
し
、
原
案
へ
の
理
解
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
の
問
題
も
時
間
の
関
係
か
ら
途
中
で
議
論
が
打
ち
切
ら
れ
、
昼
食
時

間
に
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昼
食
休
憩
後
、
天
野
会
長
か
ら
、
採
択
協
議

会
の
構
成
員
に
「
教
員
」
を
加
え
る
と
い
う
の
修
正
案
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
矢
内
原
委
員
か
ら
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
自
然
的
、
社
会
的
、
教

育
的
諸
条
件
を
考
慮
し
て
採
択
地
区
を
設
け
る
。
採
択
地
区
に
は
校
長
か
ら
な
る

採
択
協
議
会
を
設
け
る
。
教
科
書
採
択
地
域
内
に
お
け
る
教
科
書
の
採
用
は
校
長

が
採
決
す
る
」
と
い
う
修
正
動
議
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
採
択
の
結
果
、
矢
内
原

委
員
の
提
案
は
否
決
さ
れ
、
前
者
の
修
正
案
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
採
択
に
つ
い
て
は
、
答
申
で
統
一
的
な
採
択
の
実
施
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
教
審
で
は
、
現
場
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る

か
と
い
う
方
法
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
章　

教
科
書
問
題
の
背
景
と
中
教
審
と
の
関
係

　

前
章
で
は
、
中
教
審
答
申
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

本
章
で
は
、
答
申
の
基
礎
と
な
っ
た
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
係
団

体
の
利
害
や
国
民
の
関
心
と
中
教
審
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節　

関
係
団
体
の
認
識

　

昭
和
三
〇
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
、
各
種
団
体
が
独
自
の
教
科
書
制
度
改
善

案
を
発
表
し
た
。
中
教
審
へ
の
諮
問
が
行
わ
れ
た
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
前
後
に
つ

い
て
見
る
と
、
右
派
社
会
党
（
九
月
上
旬
）、
日
本
教
育
学
会
（
一
〇
月
一
〇
日
）、

錦
会
（
一
〇
月
上
旬
）、
教
育
問
題
調
査
会
・
新
日
本
教
育
者
連
盟
（
一
〇
月

一
五
日
）、
教
科
書
協
会
（
一
一
月
七
日
）、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
（
一
一
月

一
二
日
）、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会
委
員
協
議
会
（
一
一
月
二
九
日
）
な
ど

が
改
革
案
を
発
表
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
う
ち
中
教
審
の
審
議
で
参
考
に
さ
れ
た
の
は
、
右
派
社
会
党
、
教
科
書

協
会
、日
本
教
育
学
会
、錦
会
の
改
革
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
教

科
書
制
度
に
関
す
る
各
方
面
の
意
見
」（
謄
写
版
）
と
い
う
事
務
局
（
文
部
省
）

作
成
の
審
議
資
料
が
あ
り
、
こ
の
中
に
こ
れ
ら
四
団
体
の
案
が
一
覧
表
の
形
で
記

載
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

た
だ
、
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
一
一
月
七
日
に
教
科
書
協
会
が
公
表
し
た

「
教
科
書
制
度
改
正
に
対
す
る
意
見
」
と
本
文
書
の
間
に
齟
齬
が
多
数
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
は
本
文
書
が
、「
教
科
書
制
度
改
正
に
対
す
る
意
見
」
の
完
成

前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。
同
時
期
に
お
い
て
、
他
に
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も
改
革
案
を
検
討
し
て
い
る
団
体
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
教
科
書
協
会
の
意

見
の
み
が
本
文
書
に
記
載
さ
れ
た
の
は
、
同
協
会
の
意
見
が
答
申
作
成
に
お
い
て

不
可
欠
で
あ
る
と
文
部
省
が
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
選
別
は
他
の
団
体
に
つ
い
て
も
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
表
１
に
検
定
と
採
択
に
関
す
る
事
項
を
中
心
に
四
団
体
の
意
見
を
ま
と

め
た
。こ
れ
に
よ
る
と
日
本
教
育
学
会
の
案
が
、他
三
団
体
の
案
と
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
検
定
の
主
体
に
つ
い
て
同
会
の
案
で
は
、
国

に
加
え
て
都
道
府
県
教
育
委
員
会
も
検
定
を
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
検

定
に
つ
い
て
は
、
独
立
機
関
と
し
て
「
教
育
課
程
委
員
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、

同
委
員
会
が
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
三
案
は
、
国
に

よ
る
検
定
、
文
部
大
臣
に
よ
る
審
議
会
委
員
の
選
任
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
現
行

制
度
の
枠
組
み
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
教
育
学
会
の
案
は
、
制
度
の
大
幅
な
改
変
を
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
石
山
修
平
（
起
草
の
中
心
人
物
）
は
、「
私
た
ち
の
学

会
で
は
す
ぐ
に
ど
う
こ
う
と
い
う
よ
り
も
理
想
と
し
て
、
あ
る
い
は
理
念
と
申
し

ま
す
か
、
究
極
の
願
い
と
し
て
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
い
き
た
い
」
と
同
案
の
性

格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
日
本
教
育
学
会
の
案
は
、
実
態
よ
り
も

原
理
・
原
則
を
重
視
し
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
行
制
度
の

改
善
が
内
容
の
中
心
で
あ
る
他
の
三
案
と
の
差
違
が
大
き
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
中
教
審
の
答
申
と
四
団
体
の
案
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
（
表
１

参
照
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
検
定
調
査
員
の
氏
名
公
開
や
教
科
書
研
究
を
目
的
と

し
た
施
設
の
設
置
な
ど
、
四
団
体
の
意
見
が
一
致
し
て
い
る
部
分
は
答
申
で
も
踏

襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
検
定
の
主
体
や
審
議
会
の
あ
り
方
、
発
行
会
社
の
資
格
な

ど
、
四
団
体
の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
は
多
数
派
の
意
見
を
採
用
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
の
意
見
に
基
礎
を
置

き
答
申
が
形
成
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
採
択
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
の
意
見
と
は
全
く
逆
の
方
向
性
が

答
申
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
団
体
は
、
個
別
の
学
校
が
採
択
権

を
持
つ
こ
と
を
主
張
し
、
広
域
的
に
統
一
し
て
採
択
を
行
う
こ
と
を
反
対
し
て
い

る
。
広
域
的
な
採
択
は
教
科
書
の
種
類
の
整
理
に
つ
な
が
る
た
め
、
四
団
体
は
、

教
科
書
発
行
会
社
の
利
害
や
教
育
内
容
の
多
様
性
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
反
対
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
教
審
は
、
採
択
協
議
会
に
実
質
的
な
権
限
を
与
え
、
広
域
的

な
採
択
を
認
め
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

世
論
と
の
関
わ
り
が
深
い
の
で
次
節
で
検
討
す
る
。

第
二
節　

世
論
の
動
向

　

前
節
で
は
、
関
係
団
体
と
中
教
審
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
た
だ
、
中
教

審
が
答
申
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
の
は
、
関
係
団
体
の
意
見
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
示
す
史
料
が
、「
教
科
書
に
対
す
る
国
民
の
関
心

と
希
望
」（
社
団
法
人
中
央
調
査
社
、
昭
和
三
〇
年
一
一
月
）
と
い
う
世
論
調
査

の
報
告
書
で
あ
る

（
（（
（

。

　

こ
の
報
告
書
は
、
森
戸
辰
男
（
特
別
委
員
会
主
査
）
と
石
川
二
郎
（
文
部
省
調

査
局
企
画
課
課
長
補
佐
、
中
教
審
の
事
務
を
担
当
）
の
関
係
文
書
の
中
に
そ
れ
ぞ

れ
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
総
会
の
議
事
録
に
は
こ
の
報
告
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表
１
　
各
方
面
の
意
見

出
典
：「
教
科
書
制
度
に
関
す
る
各
方
面
の
意
見
」
よ
り
作
成
。

項
目

団
体
名

検
定
の
主
体

審
議
会

検
定
調
査
員

採
択
地
区

採
択
権
者

教
科
書
研
究
の
場

発
行
者
へ
の
規
制

中
教
審
答
申

検
定
は
、
国
（
文
部

大
臣
）
に
お
い
て
行

う
こ
と
。
都
道
府
県

に
お
い
て
は
行
わ
な

い
こ
と
。

文
部
大
臣
の
検
定
権
の
行
使

を
適
正
な
ら
し
め
る
た
め
、

現
行
の
審
議
会
を
拡
充
強
化

し
、
そ
の
委
員
は
学
識
経
験

者
・
教
職
員
そ
の
他
か
ら
中

正
か
つ
適
切
な
方
法
に
よ
り

選
任
す
る
。

教
職
員
・
専
門
家
そ
の
他
か

ら
適
正
な
方
法
に
よ
り
、
選

任
し
た
非
常
勤
調
査
員
を
審

議
会
に
置
く
。
非
常
勤
調
査

員
の
職
・
氏
名
は
公
開
。
審

議
会
に
常
勤
専
任
の
調
査
職

員
を
相
当
数
置
く
こ
と
。

公
立
の
小
・
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
採
択
に
関

連
す
る
校
長
の
権
限
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
一

定
の
地
域
に
お
い
て
で

き
る
だ
け
少
な
い
種
類

の
教
科
書
を
使
用
す
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

採
択
協
議
会
は
学
校
の
校

長
の
申
し
出
を
基
礎
と
し

て
採
択
地
区
内
の
学
校
で

使
用
す
べ
き
教
科
書
を
選

定
す
る
。
教
育
委
員
会
は

協
議
会
の
選
定
に
基
づ
き

教
科
書
を
採
択
す
る
。

適
正
な
採
択
と
教
職
員

の
研
究
に
資
す
る
た

め
、
教
科
書
の
常
時
研

究
施
設
を
設
け
る
こ
と

発
行
者
に
つ
い
て
欠
格
条
項

を
設
け
、
こ
れ
に
関
連
し
て

登
録
制
度
を
設
け
る
こ
と
。

右
派
社
会
党

案
文
部
大
臣
に
よ
る
検

定
と
す
る
。

教
科
書
審
議
会
を
設
け
る
。

委
員
は
学
識
経
験
者
を
大
臣

が
任
命
す
る
。

検
定
調
査
員
の
氏
名
は
公
開

と
す
る
。
学
識
経
験
者
よ
り

任
命
す
る
。

…
…
…
…

採
択
は
学
校
長
が
教
員
会

議
の
意
見
を
聞
き
選
択
す

る
。
公
立
学
校
に
つ
い
て

は
所
管
教
委
の
承
認
を
受

け
る
。

常
設
展
示
所
を
学
校
に

附
設
。

発
行
者
の
資
格
審
査
を
行

う
。
発
行
に
先
立
っ
て
教
科

書
審
議
会
の
議
を
経
て
、
政

令
で
定
め
る
審
査
基
準
に
基

き
事
業
能
力
信
用
状
態
を
調

査
す
る
。

教
科
書
協
会

案
…
…
…
…

…
…
…
…

調
査
員
の
氏
名
を
公
開
、
検

定
調
査
員
の
資
格
基
準
を
設

け
る
。

…
…
…
…

選
定
採
択
は
学
校
長
と
す

る
。
採
択
を
公
正
に
す
る

た
め
に
必
要
な
管
理
制
度

を
設
け
る
。

府
県
に
常
設
展
示
場
を

設
け
る
。

発
行
者
の
義
務
を
明
確
に
す

る
。

日
本
教
育
学

会
案

国
ま
た
は
県
教
委
の

検
定
と
す
る
。
県
検

定
は
当
該
地
域
の
み

有
効
と
す
る
。

国
に
独
立
機
関
と
し
て
の
教

育
課
程
委
員
会
を
設
置
し
、

教
育
内
容
の
大
綱
決
定
、
教

科
書
検
定
を
行
わ
せ
る
。
県

に
教
育
課
程
諮
問
委
員
会
を

設
置
し
、
学
習
指
導
要
領
作

成
、
検
定
事
務
を
行
わ
せ

る
。

検
定
委
員
、
調
査
員
を
委
員

会
に
お
く
。
常
勤
及
び
非
常

勤
と
す
る
。
委
員
、
調
査
員

の
氏
名
を
公
開
す
る
。

市
町
村
郡
区
域
内
に
教

科
担
当
教
員
か
ら
な
る

協
議
会
を
置
き
、
採
択

に
関
す
る
調
整
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。
教
科
書
採
択
委

員
会
の
制
度
化
に
は
反

対
。

学
校
長
が
教
員
会
議
の
議

を
経
て
採
択
す
る
。

県
教
委
は
郡
市
ご
と
に

一
ヶ
所
以
上
の
教
科
書

閲
覧
室
を
常
置
し
全
種

類
教
科
書
を
国
が
備
置

す
る
。

発
行
者
の
資
格
及
び
教
科
書

種
類
に
制
限
を
加
え
な
い
こ

と
（
一
教
科
一
社
一
種
限
定

反
対
）。

錦
会
案

文
部
大
臣
に
よ
る
検

定
と
す
る
。

文
部
大
臣
に
よ
る
検
定
と
す

る
。教
科
書
審
議
会
を
設
け
、

委
員
は
文
部
大
臣
が
委
嘱
す

る
。

調
査
員
氏
名
は
公
開
す
る
。

教
委
に
よ
る
種
類
限

定
・
特
定
教
科
書
の
推

薦
等
は
禁
止
す
る
。

各
教
科
担
当
教
員
が
選
定

し
学
校
長
が
承
認
す
る
。

公
立
学
校
で
は
更
に
所
管

の
教
委
の
許
可
制
と
す

る
。

県
教
委
は
一
定
地
域
を

定
め
学
校
指
定
に
よ
り

常
設
展
示
所
を
設
置
す

る
。

発
行
者
は
供
給
計
画
書
の
記

載
時
期
ま
で
に
供
給
履
行
の

義
務
を
負
う
。
文
部
大
臣
は

供
給
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
職
員
を
派
遣
、
調
査
、

又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
要
求

を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
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書
に
依
拠
し
た
発
言
が
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
本
文
書
は
、
特
別
委
員
会
が

答
申
案
を
ま
と
め
る
際
に
利
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ

の
報
告
書
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
論
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
と
と

も
に
、
答
申
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

　
「
教
科
書
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
希
望
」
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
昭
和
三
〇

年
九
月
中
旬
に
全
国
の
「
学
童
父
兄
」（
同
一
世
帯
に
義
務
教
育
期
間
中
の
学
童

の
い
る
家
庭
の
満
二
六
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
男
女
）
三
千
名
を
対
象
に
行
わ
れ

た
。
当
該
期
は
、
教
科
書
の
「
偏
向
」
問
題
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
直
後
の
時
期

に
当
た
る
。
こ
う
し
た「
偏
向
」問
題
は
文
部
省
の
予
期
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
「
偏
向
」
問
題
の
影
響
を
見
極
め
、
教
科
書
制
度
改
革
の
妥
当
性
を

検
証
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
調
査
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
報
告
書
の
章
立
て
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

一
、
教
科
書
制
度
に
つ
い
て
の
認
識

　
　

二
、
教
科
書
に
つ
い
て
の
不
満
、
希
望
の
概
要

　
　

三
、
教
科
書
の
値
段
、
教
科
書
代
金
負
担
に
つ
い
て

　
　

四
、
教
科
書
の
数
に
つ
い
て

　
　

五
、
教
科
書
の
印
象
、
教
育
方
針
の
了
解
程
度
等
に
つ
い
て

　

内
容
か
ら
判
断
し
て
こ
れ
ら
の
章
は
、
教
科
書
問
題
へ
の
関
心
の
度
合
い
と
理

解
度
を
測
定
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
項
目
（
一
章
、
五
章
）
と
教
科
書
制
度
へ

の
不
満
を
測
定
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
項
目
（
二
章
、
三
章
、
四
章
）
に
大
別

で
き
る
。

　

記
述
の
形
式
は
、
主
と
し
て
質
問
の
文
章
と
回
答
率
の
一
覧
か
ら
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
二
章
、
三
章
、
四
章
に
は
、
簡
潔
な
記
述
で
あ
る
も
の
の
解
説
が
付

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
章
と
四
章
に
つ
い
て
は
、
回
答
率
の
一
覧
に
加
え
て
回

答
者
の
年
齢
、
学
歴
、
理
解
度
別
に
分
類
さ
れ
た
詳
細
な
調
査
結
果
が
併
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
の
粗
密
か
ら
本
調
査
の
重
点
は
、
教
科
書
の
値
段
、
教

科
書
代
金
負
担
（
第
三
章
）
と
教
科
書
の
数
（
第
四
章
）
に
つ
い
て
世
論
の
動
向

を
探
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
教
科
書
の
価
格

と
数
（
種
類
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
調
査
結
果
を
見
て
ゆ
く
。

 

ま
ず
、
教
科
書
価
格
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
低
所
得
者
層
ほ

ど
不
満
が
拡
大
す
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、

「
教
育
費
」
と
「
教
科
書
代
」
で
は
、「
父
兄
」
の
見
方
が
異
な
っ
て
い
る
点
は
注

意
を
要
す
る
。
表
２
に
、
関
連
す
る
質
問
と
回
答
を
示
し
た
。
当
時
、
一
般
的
に

「
父
兄
」
の
間
で
は
教
科
書
代
が
高
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
設
問
①
と
②
を
比
較
す
る
と
、
教
科
書
代
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
満
よ

り
も
、
教
育
費
全
体
へ
の
不
満
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
設
問
③
に
対
し
て
四
〇
％
の
「
父
兄
」
が
「
今
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
」、
さ
ら

に
は
二
六
％
の
も
の
が
「
高
く
な
っ
て
も
よ
い
教
科
書
を
」
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
当
時
の
「
父
兄
」
が
、
教
科
書
（
さ
ら
に
は
教
育
）
へ
高
い
期
待
を

寄
せ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
一
方
で
「
教
科
書
代
が
高
す
ぎ
る
」
と
回
答
し
た
者
が
三
八
％
も

あ
っ
た
こ
と
は
、
無
視
し
得
な
い
数
字
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
さ
ら
に
生
活
程
度

別
の
分
析
結
果
を
併
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
低
所
得
者
層
ほ
ど
強
く
不

満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
教
科
書
の
数
（
種
類
）
に
関
す
る
項
目
を
見
て
い
く
。
表
３
に
、
関
連
す

る
質
問
と
回
答
を
示
し
た
。
当
時
は
教
科
書
発
行
会
社
が
多
か
っ
た
た
め
、
教
科
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に
よ
っ
て
は
多
種
類
の
教
科
書
が
存
在
し
た
。
こ

の
た
め
、
児
童
・
生
徒
が
転
校
す
る
際
に
は
教
科

書
の
買
い
換
え
が
必
要
で
父
兄
の
負
担
が
大
き
い

と
か
、
教
科
書
一
種
類
あ
た
り
の
発
行
部
数
が
少

な
い
た
め
価
格
が
割
高
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た

批
判
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
批
判
を
踏
ま
え
て
、

各
設
問
は
適
切
な
教
科
書
の
数
（
種
類
）
を
探
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
設
問
④
で

は
、「
隣
り
近
所
の
学
校
」
と
い
う
表
現
か
ら
も

明
か
な
よ
う
に
、
一
定
の
地
域
に
お
い
て
教
科
書

を
統
一
す
る
こ
と
の
可
否
を
聞
い
て
い
る
。
こ
れ

に
対
す
る
回
答
は
、
賛
成
す
る
者
（
七
七
％
）
が

極
め
て
多
い
。
こ
の
質
問
に
は
さ
ら
に
学
歴
別
の

結
果
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
階
層
に
よ
る
差
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
地
域
内
で
の
教
科
書
統
一

は
「
父
兄
」
の
広
汎
な
希
望
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
設
問
⑤
で
は
、
全
国
的
な
教
科
書

統
一
（
教
科
書
の
国
定
化
）
の
是
非
を
質
問
し
て

い
る
。
こ
の
回
答
か
ら
は
、
過
半
数
に
は
達
し
て

い
な
い
も
の
の
、
四
割
も
の
「
父
兄
」
が
「
統
一

が
と
れ
て
よ
い
」
と
全
国
的
な
教
科
書
統
一
を
望

ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
設

設　　　問 回　　　答

①�今は子どもを学校へやるのにお金がかかりすぎると思
いますか、そうとは思いませんか。

お金がかかりすぎる�
そうは思わない�
不明

50
45
 5

②�学校にかかるお金の中でも、教科書代が高すぎるとお
もいますか、そうは思いませんか。

教科書代が高すぎる�
そうは思わない�
不明 

38
57
 5

③�教科書は、今より高くなっても、質をよくした方がよ
いと思いますか、質は多少悪くなっても、今よりも安
くなった方がよいと思いますか、今ぐらいで丁度よい
と思いますか。

質は悪くなっても安くしてほしい�
今がちょうどよい�
高くなってもよい教科書を�
わからない

24
40
26
10

設　　　問 回　　　答

④�隣り近所の学校はなるべく同じ教科書を使った方がよ
いと思いますか、それぞれ別であってもよいとおもい
ますか。

同じ方がよい
別々でよい
分からない

77
11
12

⑤�もし日本国中が全部同じ教科書を使うと、将来の国民
の知識や考え方が全部同じ型にはまってしまってよく
ないと思いますか、かえって統一がとれてよいと思い
ますか。

統一がとれてよい
同じ型にはまってよくない
その他
不明

41
29
 4
26

⑥�同じ学年の同じ科目の教科書は、いろいろある方がよ
いと思いますか、学校によって違っては困ると思いま
すか。
　（いろいろある方がよいと答えた者に対して）
現在一科目について一〇～二〇くらいありますが、いまの
ままで適当と思いますか、多すぎると思いますか。
　（違ってはこまると答えた者に対して）
全部同じ方がよいと思いますか、多少は違うものがあった
ほうがよいと思いますか。

教科書がいろいろ
あるのはよくない

全部同じ教科書にし
たほうがよい
多少違うものがあっ
てもよい

30

24

教科書がいろいろ
ある方がよい

今は多すぎる

今のままがよい

17

 8

不明 21

　　　  表２　教科書の価格に関する調査結果一覧  （％）

　　　  表３　教科書の数（種類）に関する調査結果一覧  （％）

出典：「教科書に対する国民の関心と希望」より作成。

出典：「教科書に対する国民の関心と希望」より作成。
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問
に
つ
い
て
は
、
世
代
・
学
歴
・
教
科
書
制
度
へ
の
認
識
の
程
度
別
の
回
答
率
を

掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
世
代
の
若
い
者
、
学
歴
の
高
い
者
、
認
識
の
深

い
者
ほ
ど
全
国
的
な
教
科
書
統
一
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
教
審
の

答
申
は
、
戦
後
改
革
の
成
果
と
し
て
検
定
制
度
の
維
持
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
姿
勢
が
国
民
の
多
数
意
見
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
該
期
の
中

教
審
の
性
格
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深
い
。

　

た
だ
し
、
全
国
的
な
教
科
書
統
一
に
反
対
し
て
い
る
人
々
も
、
決
し
て
現
状
に

満
足
し
て
い
な
い
こ
と
が
次
の
設
問
⑥
か
ら
分
か
る
。
こ
の
回
答
を
見
る
と
、「
今

の
ま
ま
が
よ
い
」
と
現
状
を
肯
定
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
八
％
に
す
ぎ
ず
、
程

度
の
差
は
あ
る
も
の
の
七
一
％
の
「
父
兄
」
が
現
状
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
設
問
で
も
、
さ
ら
に
世
代
・
学
歴
・
教
科
書
制
度
へ
の
認
識
の

程
度
別
の
回
答
率
を
掲
載
し
て
い
る
。
設
問
⑤
の
結
果
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
全
国
的
な
教
科
書
統
一
に
反
対
し
て
い
た
学
歴
の
高
い
者
、
世
代
の
若
い

者
、
認
識
の
深
い
者
の
回
答
が
、「
教
科
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
は
よ
く
な
い
・

多
少
違
う
も
の
が
あ
っ
て
も
よ
い
」
と
「
教
科
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
方
が
よ
い
・

今
は
多
す
ぎ
る
」
と
い
う
項
目
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全

国
的
な
教
科
書
統
一
に
反
対
す
る
人
々
で
す
ら
現
状
に
は
不
満
を
持
ち
、
一
定
の

統
制
（
教
科
書
の
種
類
を
整
理
）
を
望
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
中
教
審
の
答
申
で
は
、
採
択
の
条
項
で
「
公
立
の
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
採
択
に
関
連
す
る
校
長
の
権
限
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
た

と
え
ば
、
郡
市
単
位
な
ど
一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
種
類
の

教
科
書
を
使
用
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
明
記
し
、
教
科
書
の
種
類
の
整
理
を

行
う
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
方
向
性
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
関
係
団

体
の
意
見
と
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
節
で
み
て
き
た
よ
う

に
、
教
科
書
の
種
類
の
整
理
に
つ
い
て
は
「
父
兄
」
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
採
択
に
つ
い
て
中
教
審
は
、
関
係
団
体
よ
り
も
「
父
兄
」
の

意
見
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
」（
昭
和
三
〇
年
一
二
月
五

日
）
に
関
す
る
中
央
教
育
審
議
会
で
の
議
論
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

第
一
章
で
は
、
答
申
の
形
成
過
程
を
中
心
に
分
析
し
た
。
当
該
期
の
教
科
書
問
題

は
、
教
科
書
発
行
会
社
の
過
当
競
争
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
制
度
上
の
不
備
と
、

「
う
れ
う
べ
き
教
科
書
の
問
題
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
問
題
と
い
う
二
つ
の

側
面
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
部
省
は
、
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
、
政
治
問
題
と
は
距
離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
文
部
省
の
姿

勢
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
中
教
審
も
当
面
の
課
題
に
限
定
し
た
答
申
を
決
定
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
答
申
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
委
員
会
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。

「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
」
は
、
①
総
会
で
の
自
由
討
議
、
②
特
別

委
員
会
で
の
審
議
、
③
総
会
で
の
審
議
と
い
う
三
つ
の
段
階
を
経
て
形
成
さ
れ

た
。
議
事
録
に
よ
る
と
、
第
四
九
回
総
会
の
自
由
討
議
は
原
則
論
や
政
治
問
題
に

ま
で
議
論
が
及
び
、
各
委
員
が
賛
成
・
反
対
双
方
の
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
五
一
回
総
会
で
は
、
答
申
案
に
沿
っ

て
制
度
論
を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
、
紛
糾
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
要
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因
と
し
て
は
、
答
申
の
原
案
作
成
に
あ
た
っ
て
特
別
委
員
会
が
、
答
申
の
枠
組
み

を
限
定
し
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
捨
選
択
し
て
委
員
の
多
数
が
納
得
で

き
る
内
容
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
章
第
三
節
以
降
で
は
、
検
定
と
採
択
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
答
申
を
め
ぐ

る
議
論
と
関
係
団
体
の
認
識
、
世
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
検
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
教
審
の
議
論
で
は
国
定
化
や
自
由
発
行

化
に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
検
定
制
度
の
維
持
は
委
員
た
ち
の
共
通

認
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
の
意
見
と
も

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
教
育
学
会
は
都
道
府
県
で
の
検
定
を
主
張
し

て
い
た
が
、
中
教
審
で
は
能
力
的
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
議
論
の
争
点
に

な
ら
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
世
論
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
四
一
％
も
の
「
父
兄
」
が
全
国
的
な

教
科
書
統
一
に
賛
成
（
反
対
は
二
九
％
）
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
中
教
審
が
検
定

制
度
維
持
の
結
論
を
下
し
た
こ
と
は
、
多
数
の
国
民
の
意
思
に
反
し
、
意
図
的
に

戦
後
教
育
改
革
の
路
線
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
検
定
の
主
体
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
教
育
と
政
治
の
関
係
が
問
題
と

な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
矢
内
原
委
員
が
教
育
の
中
立
性
の
確
保
を
強
く

主
張
し
た
。
し
か
し
中
教
審
の
議
論
の
大
勢
は
、
議
院
内
閣
制
が
採
用
さ
れ
て
い

る
以
上
、
与
党
の
政
策
が
文
部
大
臣
を
通
じ
て
教
育
行
政
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は

あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
第

五
一
回
総
会
に
お
い
て
、
検
定
の
主
体
の
問
題
は
議
論
の
争
点
と
な
ら
な
か
っ

た
。

　

次
に
採
択
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
教
審
は
、
教
科
書
を
統
一
的
に
採
択
す
る

た
め
に
一
定
の
地
域
ご
と
に
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
こ
う
し
た
統
一
的
な
採
択
を
実
施
す
る
こ
と
は
教
科
書
の
種
類
を
制
限
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
学
校
別
の
採
択
を
主
張
し
て
い
た
関
係
団
体
の
意
見

と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
大
多
数
の
「
父
兄
」
は
教
科
書
の
種
類
を
整
理
す
る
こ
と
（
全
国
的
な

教
科
書
統
一
も
含
む
）
を
望
ん
で
お
り
、
中
教
審
の
答
申
は
こ
う
し
た
世
論
に
応

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
現
場
の
意
見
を
採
択
結
果
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
は
委
員
間
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、
第
五
一
回
総
会
で
も
協
議
会
の

構
成
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
」
は
、
検
定
制
度

の
維
持
を
め
ざ
し
、
制
度
上
の
改
善
点
を
中
心
に
世
論
や
関
係
団
体
の
意
見
に
配

慮
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
結
果
的
に

答
申
に
は
規
制
的
な
要
素
も
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
教
科
書
制
度

の
国
定
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
た
と
え
ば
、
久
保
義
三
『
昭
和
教
育
史
』（
三
一
書
房
、
平
成
六
年
）、
山
口
拓
史

「
一
九
五
六
年
教
科
書
法
案
に
つ
い
て
の
研
究

－

一
九
五
五
年
前
後
の
教
科
書
制

度
改
革
動
向
関
連
を
中
心
に

－

」
渡
部
宗
助
編
著
『
講
和
独
立
後
の
わ
が
国
教
育

改
革
に
関
す
る
調
査
研
究
』（
国
立
教
育
研
究
所
、
平
成
四
年
）、
土
持
法
一
「
教

科
書
検
定
と
日
教
組
」
中
村
隆
英
・
宮
崎
正
康
編
『
過
渡
期
と
し
て
の
一
九
五
〇

年
代
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
九
年
）
参
照
。

（
２
）
拙
稿
「
一
九
五
五
年
前
後
の
文
教
政
策
と
教
科
書
問
題

－「
逆
コ
ー
ス
」
の
理
解
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に
対
す
る
一
考
察

－

」『
九
州
史
学
』（
一
四
〇
号
、
平
成
一
七
年
）
参
照
。

（
３
）
中
教
審
を
対
象
と
し
た
研
究
成
果
と
し
て
は
、
横
浜
国
立
大
学
現
代
教
育
研
究
所

編
『
中
教
審
と
教
育
改
革
』（
三
一
書
房
、
昭
和
四
六
年
）、「
教
育
行
政
と
審
議

会
」『
教
育
行
財
政
研
究
』
一
三
～
一
五
号
（
関
西
教
育
行
政
学
会
、
昭
和
六
一

～
六
三
年
）、
羽
田
貴
史
他
著
『
中
央
教
育
審
議
会
と
大
学
改
革
』（
広
島
大
学
大

学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
一
年
）、
渡
部
宗
助
「
中
教
審
「
三
八
答
申
」

と
そ
の
評
価
」
喜
多
村
和
之
編
『
高
等
教
育
と
政
策
評
価
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、

平
成
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）
管
見
の
限
り
議
事
録
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
と
し
て
は
、
藤
田
祐
介
「
教
育
二
法

と
中
教
審

－

教
育
の
政
治
的
中
立
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
検
討

－
」『
戦
後
教
育
史

研
究
』（
第
二
〇
号
、
平
成
一
八
年
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
５
）
以
下
、
本
節
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
占
領
下
の
教
科
書
問
題

－

国
定
制
か
ら
検
定

制
へ
の
転
換
過
程

－

」『
日
本
歴
史
』（
六
五
三
号
、
平
成
一
四
年
）、
お
よ
び
前

掲
「
一
九
五
五
年
前
後
の
文
教
政
策
と
教
科
書
問
題
」
参
照
。

（
６
）
た
と
え
ば
、「
新
教
科
書
批
判
の
展
望
と
再
吟
味
」『
時
事
通
信
内
外
教
育
版
』
昭

和
三
〇
年
二
月
四
日
、「
社
説
」・「
教
科
書
問
題
あ
れ
こ
れ
」『
毎
日
新
聞
』
昭
和

三
〇
年
六
月
二
四
日
参
照
。

（
７
）
稲
田
清
助
（
検
定
制
発
足
時
、
文
部
省
教
科
書
局
長
）
も
、「
こ
ん
な
に
教
科
書

会
社
が
で
る
と
は
予
想
し
な
か
っ
た
。
戦
前
か
ら
の
国
定
七
社
の
ほ
か
十
社
も
で

れ
ば
上
上
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
う
る
さ
く
法
律
化
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
こ
の

法
律
（
※「
教
科
書
の
発
行
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
の
こ
と
）
は
“
な
ん
と
か

し
て
教
科
書
を
全
児
童
に
供
給
し
よ
う
”と
の
目
的
で
作
っ
た
も
の
で
、し
た
が
っ

て
臨
時
措
置
法
で
す
。当
然
、恒
久
的
な
法
律
を
つ
く
る
べ
き
で
し
ょ
う
」と
述
べ
、

検
定
制
度
の
欠
陥
を
率
直
に
認
め
て
い
た
（「
ゆ
ら
ぐ
教
科
書
（
四
）」『
毎
日
新
聞
』

昭
和
三
〇
年
七
月
二
日
）。

（
８
）「
中
央
教
育
審
議
会
第
四
十
七
回
総
会
速
記
録
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
中
央
教
育

審
議
会
総
会
速
記
録 

（
第
四
七
～
四
九
回
） （
昭
和
三
〇
． 

一
〇
）』 

つ
く
ば
〇
一

－

六
九

－

平
四
文
部

－

〇
〇
九
〇
五
。

（
９
）「
中
央
教
育
審
議
会
第
四
十
八
回
総
会
速
記
録
」
前
掲
『
中
央
教
育
審
議
会
総
会

速
記
録
（
第
四
七
～
四
九
回
）（
昭
和
三
〇
．
一
〇
）』
所
収
。

（
10
）
前
掲
「
一
九
五
五
年
前
後
の
文
教
政
策
と
教
科
書
問
題
」
参
照
。

（
11
）「〔
中
央
教
育
審
議
会
（
総
会
・
特
別
委
）
の
日
程
等
に
つ
い
て
〕」
国
立
教
育
政

策
研
究
所
蔵
『
石
川
二
郎
旧
蔵
資
料
』
Ⅶ

－

二
二
二
。
同
文
書
（
謄
写
版
）
に
は

参
考
人
の
部
分
に
「（
日
教
組
、
高
教
組
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
取
消
線
に

よ
り
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）「
中
央
教
育
審
議
会
第
四
十
九
回
総
会
速
記
録
」
前
掲
『
中
央
教
育
審
議
会
総
会

速
記
録
（
第
四
七
～
四
九
回
）（
昭
和
三
〇
．
一
〇
）』
所
収
。

（
13
）
第
四
九
回
総
会
に
お
け
る
天
野
会
長
の
発
言
（
前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第

四
十
九
回
総
会
速
記
録
」
一
四
一
三
～
一
四
一
四
、一
五
八
五
頁
）
参
照
。
な
お
、

頁
数
に
つ
い
て
は
原
文
書
の
右
下
に
付
さ
れ
て
い
る
通
し
番
号
を
記
載
し
た
。

（
14
）
前
掲
「〔
中
央
教
育
審
議
会
（
総
会
・
特
別
委
）
の
日
程
等
に
つ
い
て
〕」
参
照
。

（
15
）「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
案
に
つ
い
て
の
森
戸
主
査
説
明
要
旨
」
広

島
大
学
文
書
館
蔵
『
森
戸
辰
男
関
係
文
書
』T

A
02120001100

。
同
文
書
は
、
広

島
大
学
専
用
の
タ
イ
プ
用
紙
に
和
文
タ
イ
プ
で
印
字
さ
れ
て
い
る
た
め
、
森
戸
が

大
学
の
事
務
に
原
稿
を
清
書
さ
せ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
答
申
案

の
説
明
に
つ
い
て
は
議
事
録
も
存
在
す
る
が
、
速
記
の
ミ
ス
に
よ
る
誤
字
・
脱
字
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の
可
能
性
が
皆
無
と
は
言
え
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
同
文
書
に
拠
っ
て
記
載
す

る
。

（
16
）
同
前
、
お
よ
び
「
教
科
書
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
中
教
審
で
意
見
を
述
べ
た
参
考

人
の
氏
名
」
広
島
大
学
文
書
館
蔵
『
森
戸
辰
男
関
係
文
書
』T

A
021002700500

。

（
17
）「
中
央
教
育
審
議
会
第
五
十
回
総
会
速
記
録
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
中
央
教
育
審

議
会
総
会
速
記
録
（
第
五
〇
～
五
三
回
）（
昭
三
〇
．
一
一
～
昭
三
一
．
七
）』
つ

く
ば
〇
一

－

〇
六
九

－

平
四
文
部

－

〇
〇
九
〇
六
。

（
18
）「
中
央
教
育
審
議
会
第
五
十
一
回
総
会
速
記
録
」
前
掲
『
中
央
教
育
審
議
会
総
会

速
記
録
（
第
五
〇
～
五
三
回
）（
昭
三
〇
．
一
一
～
昭
三
一
．
七
）』
所
収
。

（
19
）
前
掲
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
案
に
つ
い
て
の
森
戸
主
査
説
明
要
旨
」

参
照
。

（
20
）
た
と
え
ば
、
当
時
、
与
党
の
中
で
は
教
育
委
員
会
の
廃
止
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

教
科
書
制
度
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
の
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
矢
内
原
忠
男
委

員
が
質
問
を
し
た
が
、森
戸
主
査
は
、特
別
委
員
会
と
し
て
は
現
在
の
法
律
に
沿
っ

て
答
申
案
を
ま
と
め
た
と
説
明
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
存
廃
が
決
ま
ら

な
い
限
り
は
議
論
の
し
よ
う
が
無
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
（
前
掲
「
中
央

教
育
審
議
会
第
五
十
一
回
総
会
速
記
録
」
一
七
七
六
～
一
七
七
七
頁
参
照
）。

（
21
）
以
下
の
議
論
に
つ
い
て
は
、前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第
四
十
九
回
総
会
速
記
録
」

一
四
一
八
～
一
四
九
五
頁
参
照
。

（
22
）
前
掲
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
案
に
つ
い
て
の
森
戸
主
査
説
明
要
旨
」

参
照
。

（
23
）
前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第
五
十
回
総
会
速
記
録
」
参
照
。
同
速
記
録
の
中
に
は

「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
案
」
と
題
す
る
文
書
が
綴
じ
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
記
載
し
た
。
な
お
、
同
文
書
に
は
何
か
所
が
修
正
箇
所
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
一
月
二
八
日
の
総
会
直
前
に
開
か
れ
た
特
別
委
員
会
で
の

議
論
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
24
）
以
下
の
議
論
に
つ
い
て
は
、前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第
五
十
一
回
総
会
速
記
録
」

一
八
〇
三
～
一
八
五
一
頁
参
照
。

（
25
）
以
下
の
議
論
に
つ
い
て
は
、前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第
四
十
九
回
総
会
速
記
録
」

一
四
九
六
～
一
五
二
四
頁
参
照
。

（
26
）
前
掲
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
関
す
る
答
申
案
に
つ
い
て
の
森
戸
主
査
説
明
要
旨
」

参
照
。

（
27
）
前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第
五
十
回
総
会
速
記
録
」
参
照
。

（
28
）
以
下
の
議
論
に
つ
い
て
は
、前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第
五
十
一
回
総
会
速
記
録
」

一
八
五
一
～
一
九
二
八
頁
参
照
。

（
29
）「
教
科
書
制
度
に
関
す
る
各
方
面
の
意
見
」
国
立
教
育
政
策
研
究
所
蔵
『
石
川
二

郎
旧
蔵
資
料
』
Ⅶ

－

二
一
六
。

（
30
）
史
料
に
日
付
が
な
い
た
め
正
確
な
日
時
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
右
派
社
会

党
案
」
と
書
か
れ
た
部
分
に
「
旧
」
と
後
で
加
筆
さ
れ
た
様
な
書
き
方
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
（
社
会
党
の
統
一
は
一
〇
月
一
三
日
）、
教
育
問
題
調
査
会
・
新

日
本
教
育
者
連
盟
の
案
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
〇
月
中
旬
に
作
成
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
31
）
第
四
八
回
総
会
に
お
け
る
石
山
参
考
人
の
発
言
（
前
掲
「
中
央
教
育
審
議
会
第

四
十
八
回
総
会
速
記
録
」
一
一
七
一
頁
）。

（
32
）「
教
科
書
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
希
望
」
国
立
教
育
政
策
研
究
所
蔵
『
石
川
二

郎
旧
蔵
資
料
』
Ⅶ

－

二
二
三
。
調
査
方
法
は
、
当
時
一
般
的
だ
っ
た
層
化
多
段
無
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作
為
抽
出
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
社
世
論
調
査
室
編
『
日
本
人
の
政

治
意
識
』〈
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
一
年
〉
参
照
）。
ま
た
、
発
行
は
内
閣
総
理
大

臣
官
房
審
議
室
、
調
査
の
主
体
は
中
央
調
査
社
で
あ
る
。
中
央
調
査
社
は
、
時
事

通
信
社
調
査
室
と
国
立
世
論
調
査
所
を
母
体
と
し
て
昭
和
二
九
年
に
発
足
し
、
政

府
関
連
の
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

（
い
し
だ　

ま
さ
は
る
・
広
島
大
学
文
書
館
）


